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中野重治

明
日
を
紡
ぐ
大
地
の
会

「
市
民
の
郷
土
へ
の
誇
り
を
高
め
よ
う
」と
活
動

女流芸術家発表交流会
中野重治「春さきの風」構成詩劇など

山
口
な
ど
後
援
。

　
第
１
部
で
は
ま
ず
、
初
出

演
の
「
鴻
峯
吟
詠
し
の
ぶ

会
」
が
、
吟
詠
と
語
り
の
構

成
吟
「
吉
田
松
陰
」
を
披

露
。
続
い
て
、
フ
ル
ー
ト
奏

者
の
藤
村
順
子
さ
ん
が
「
星

に
願
い
を
」
な
ど
を
、「
Ｏ

ｔ
о
ｔ
ｕ
ｍ
ｕ
ｇ
ｉ
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

が
「
命
の
奇
蹟
」
な
ど
を
演

奏
す
る
。
次
に
花
柳
流
「
む

つ
み
会
」
が
、
清
元
「
神
田

祭
」、
長
唄
「
梅
の
栄
」
を

踊
る
。
１
部
の
ト
リ
は
、
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
奏
者
の
川
手

艶
子
さ
ん
率
い
る
「
Ｂ
ｌ
о

о
ｄ
　
Ｏ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
」。

「
島
人
の
宝
」「
童
神
」

「
花
」
な
ど
、
沖
縄
の
曲
を

歌
と
楽
器
で
奏
で
る
。

　
第
２
部
は
、
主
催
の
「
明

日
を
紡
ぐ
大
地
の
会
」
が
、

「
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
、
文
化
・
芸
術
関
係
の

催
し
が
ほ
ぼ
中
止
と
な
り
、

芸
術
家
た
ち
は
苦
し
い
思
い

を
し
た
。
今
回
出
演
す
る
人

た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
舞
台
に

立
て
る
喜
び
を
伝
え
て
く

れ
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
焦

点
を
当
て
た
中
野
重
治
は
、

小
説
『
萩
の
も
ん
か
き
や
』

で
萩
市
を
舞
台
に
す
る
な

ど
、
山
口
県
に
も
ゆ
か
り
の

　「
明
日
を
紡
ぐ
大
地
の

会
」（
福
島
光
子
代
表
）

は
、
も
と
プ
ロ
劇
団
メ
ン
バ

ー
を
中
心
に
10
年
に
結
成
さ

れ
た
。
山
口
市
内
の
文
化
芸

術
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
や
、
古
今
の
優
れ
た
作

品
・
人
物
に
光
を
当
て
る
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
「
市
民
の

郷
土
へ
の
誇
り
を
高
め
よ

う
」
と
活
動
を
続
け
て
い

る
。

　
同
会
の
福
島
久
嘉
さ
ん
は

20
世
紀
の
日
本
を
代

表
す
る
詩
人
・
作

家
・
評
論
家
の
中
野

重
治
を
取
り
上
げ
、

彼
の
青
春
時
代
の
詩

と
小
説
で
構
成
し
た

「
構
成
詩
劇
『
春
さ

き
の
風
』
〜
詩
人
・

中
野
重
治
の
世
界
」
を
上
演

す
る
。

　
１
９
０
２
年
、
福
井
県
の

　「
第
８
回
女
流
芸
術
家
発

表

交

流

会

」

が
、

23
日

（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら
、
山

口
市
民
会
館
（
山
口
市
中
央

２
）
で
開
か
れ
る
。「
明
日

を
紡
ぐ
大
地
の
会
」（
☎
０

８
３

－

９
２
１

－

２
４
７

６
）
が
主
催
し
、
サ
ン
デ
ー

農
村
に
生
ま
れ
た
中
野
重
治

は
、
金
沢
の
第
四
高
等
学
校

へ
進
み
、
詩
人
・
室
生
犀
星

と
出
会
っ
て
か
ら
は
、
本
格

的
に
文
学
へ
の
道
を
志
す
。

24
年
、
東
京
帝
国
大
学
に
入

学
し
、
堀
辰
雄
ら
と
と
も
に

同
人
誌
「
驢
馬
」
を
創
刊
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に

も
参
加
し
た
。
20
代
半
ば
で

詩
人
・
作
家
と
し
て
活
動
を

始
め
た
彼
は
、「
夜
明
け
前

の
さ
よ
な
ら
」「
歌
」「
雨
の

降
る
品
川
駅
」
な
ど
立
て
続

け
に
詩
を
創
作
。
28
年
に

は
、
処
女
小
説
「
春
さ
き
の

風
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
構

成
詩
劇
で
は
、
生
み
出
し
た

作
品
と
と
も
に
、
彼
の
青
春

時
代
を
た
ど
っ
て
い
く
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
大
人
１
千
円

で
、
高
校
生
以
下
は
無
料
。

同
館
な
ど
で
購
入
で
き
る
。

来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用

が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
文
学
者
。
主
に
初
期
の

頃
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
舞

台
を
構
成
し
た
。
彼
の
青
春

時
代
の
世
界
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
す
。

23
日
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 １行記事　女声合唱団「こうる・ソアーヴェ」の２５周年記念演奏会が、１６日（日）午後２時から、秋吉台国際芸術村（美祢市秋芳町）で開催。入場料は１０００円。

1985 年1月、山口市生まれの 36 歳。白
石小・中、山口中央高、香蘭ファッショ
ンデザイン専門学校（福岡県）卒業。「モ
リのパン」4代目の後継予定者。伝統の
味を守りながら、焼き菓子など新商品の
開発にも力を入れている。
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　（
公
財
）
食
品
等
流
通
合

理
化
促
進
機
構
が
主
催
し
、

農
林
水
産
省
等
が
後
援
す
る

第
30
回
優
良
経
営
食
料
品
等

表
彰
事
業
に
お
い
て
、
今
年

２
月
に
「
森
製
パ
ン
所
〜
モ

リ
の
パ
ン
」
が
会
長
賞
を
受

賞
し
た
。

　
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年

に
創
業
し
、「
山
口
市
役
所

前
の
モ
リ
パ
ン
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
同
店
。
毎
朝

パ
ン
を
焼
き
、
店
を
守
り
続

け
る
祖
母
・
伊
藤
信
子
代
表

の
姿
を
見
て
、「
私
が
ど
う

に
か
し
な
け
れ
ば
と
、
気
持

ち
に
ス
イ
ッ
チ
か
入
っ
た
」

と
い
う
。
そ
れ
ま
で
勤
め
て

い
た
会
社
を
辞
め
、
２
０
１

９
年
10
月
か
ら
本
格
的
に
手

伝
い
を
開
始
。
得
意
の
手
書

き
イ
ラ
ス
ト
で
壁
新
聞
や
ポ

ッ
プ
を
作
っ
て
店
内
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
伊

藤
代
表
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化

し
た
商
品
開
発
な
ど
も
手
掛

け
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発

信
し
て
い
る
。

　
５
年
後
の
創
業
１
０
０
年

に
向
け
て
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

を
喜
ば
せ
続
け
た
い
」
と
語

る
。

森
　
彩
菜
さ
ん

優
良
経
営
で
表
彰
さ
れ
た
モ
リ

の
パ
ン
の
「
孫
娘
」

ぶ
ど
う
の
木
代
表

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
佳
恵

福音館書店
作：降矢　洋子
監修：増井　光子

　
動
物
園
の
お
医
者
さ
ん
の
仕

事
は
、
開
園
前
の
見
回
り
か
ら

は
じ
ま
り
ま
す
。
健
康
観
察
を

す
ま
せ
た
あ
と
は
、
入
院
し
て

い
る
動
物
た
ち
の
世
話
。
病
状

に
あ
わ
せ
た
食
事
を
作
っ
た

り
、
薬
を
飲
ま
せ
た
り
。
そ
の

合
間
に
は
「
ら
い
お
ん
が
　
け

ん
か
を
し
て
　
か
お
に
　
お
お

け
が
を
し
た
」
と
い
っ
た
急
患

の
連
絡
も
入
っ
て
き
ま
す
。
麻

酔
で
眠
ら
せ
、
分
厚
い
皮
膚
を

ぬ
い
合
わ
せ
る
の
に
三
十
分
も

か
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
に
合
わ
せ

た
治
療
の
方
法
を
工
夫
す
る
の

も
獣
医
さ
ん
の
大
切
な
仕
事
で

す
。
歯
槽
膿
漏
の
わ
に
の
治
療

を
す
る
と
き
は
、
手
を
か
ま
れ

た
り
、
し
っ
ぽ
で
た
た
か
れ
た

て
し
ま
っ
た
り
、
暖
房
器
具
で

や
け
ど
を
し
た
り
と
、
野
生
で

は
起
こ
る
こ
と
の
な
い
ト
ラ
ブ

ル
に
ま
き
こ
ま
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
都
度
、
獣
医
さ

ん
は
、
飼
育
員
さ
ん
と
協
力
し

な
が
ら
、
動
物
た
ち
が
順
調
に

回
復
す
る
よ
う
心
を
こ
め
て
治

療
に
あ
た
る
の
で
す
。

　
こ
の
本
を
監
修
し
た
の
は
、

長
年
上
野
動
物
園
で
獣
医
と
し

て
勤
め
て
こ
ら
れ
た
増
井
光
子

さ
ん
。
そ
の
豊
か
な
経
験
が
た

っ
ぷ
り
盛
り
込
ま
れ
た
楽
し
い

科
学
絵
本
で
す
。

り
し
な
い
よ
う
、
特
別
な
装
置

を
考
え
ま
し
た
。

　
ひ
づ
め
や
き
ば
が
伸
び
す
ぎ

どうぶつえんの
おいしゃさん
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●虹の助け合い基金

●緊急募金●東日本復興支援募金

●ユニセフ募金
●虹の平和・おまかせ募金

2020年度、虹の募金箱に寄せられた募金額
コ
ー
プ
虹
の
募
金
箱

２
０
２
０
年
度
の
ご
報
告

　
コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
で
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
活
動
の
場
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
宅
配
や
店
舗
に
て
「
虹
の
募
金
箱
」
を
常
設
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
に
取
り
組
ん
だ
募
金
内
容
と
募
金
額
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　
４
月
23
日
、
２
〜
３
月
に
取
り
組
ん
だ
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
応
援
募
金
」
か
ら
、

山
口
県
共
同
募
金
会
へ
２
０
３
万
３
７
３
円
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
口
へ
１
７
５
万
円

を
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
２
1
年
度
も
継

続
し
て
募
金
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
応
援
募
金
を

山
口
県
共
同
募
金
会
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
口
へ
お
届
け

国内外で発生した自然災害などの被災者や、産直生産者を
支援します。
…46万7,735円

…1,061万6,502円

…528万373円
…68万2,021円

…129万9,240円…158万2,299円

令和2年7月豪雨災害緊急募金

新型コロナ対策応援募金

「福島の子ども保養プロジ
ェクト」を主な支援先とし
て、東日本大震災の被災者・
被災地のニーズに応じて、
復興を支援します。

紛争や貧困で脅かされてい
る世界の子どもたちの命を
守る活動を支援します。

使い方をおまかせいただく
募金です。平和活動の援助
や、山口県原爆被爆者支援
センターゆだ苑への活動支
援金にも活用します。

山口県共同募金会へ贈呈

フードバンク山口へ贈呈
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ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 １行記事　３０日（日）午前９時半から、小学生向け「初夏の昆虫観察」が開かれる。申し込みは、主催する県立山口博物館のウェブサイトから。２０日（木）締め切り。

投
稿
者
：
左
野
律
子

「
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う
会
」

県が実態調査の結果を発表
県内企業の「働き方改革」の進み具合は？

　
２
０
１

８
年
６
月

に
制
定
さ

れ
た
「
働

き
方
改
革

関
連
法
」

は
、
19
年

４
月
か
ら

順

次

施

行
。
こ
の

４
月
か
ら

中
小
企
業

も
「
非
正

規
雇
用
の

均

等

待

遇
」
が
求

め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
県
は
こ
の
ほ
ど
、
20
年

（
令
和
２
年
）
度
の
「
働
き

方
改
革
推
進
実
態
調
査
」
の

結
果
を
発
表
し
た
。
調
査
時

点
は
20
年
６
月
30
日
で
、
19

年
（
令
和
元
年
）
度
の
状
況

を
聞
い
て
い
る
。
回
答
し
た

の
は
、
県
内
の
従
業
員
５
人

以
上
の
９
０
４
事
業
所
だ
。

　
ま
ず
、
義
務
化
さ
れ
た
有

給
休
暇
の
取
得
状
況
に
つ
い

て
は
、「
平
均
付
与
日
数
」

は
17
・
３
日
（
前
年
は
16
・

６
日
） 

で
「
平
均
取
得
日

数
」
は
11
・
０
日
（
同
９
・

６
日
）。
取
得
率
は
63
・
６

％
（
同
58
・
１
％
）
だ
っ

た
。

　
次
に
、
育
児
休
業
の
取
得

率
は
、
女
性
が
98
・
５
％

（
同
95
・
９
％
）
で
男
性
が

10
・

９

％
（

同

４
・

86

％
）。
全
国
平
均
は
、
そ
れ

ぞ
れ
83
・
０
％
と
７
・
48
％

で
も
あ
り
、
男
女
と
も
前
回

調
査
お
よ
び
全
国
の
取
得
率

を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

介
護
休
業
の
取
得
率
は
、
女

性
が
０
・
16
％
（
同
０
・
13

％
）
で
男
性
が
０
・
03
％

（
同
０
・
03
％
）
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、「
働
き
方
改

革
」
に
「
取
り
組
ん
で
い

る
」
の
は
、
８
０
２
事
業

所
。
そ
の
内
容
で
多
か
っ
た

の
は
、「
有
給
休
暇
の
取
得

促
進
」（
78
・
２
％
）、「
時

間
外
勤
務
の
縮
減
」（
71
・

２
％
）、「
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
等
」（
34
・
９
％
）、

「
従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」（
31
・
４
％
）、「
ノ
ー

残
業
デ
ー
の
設
定
」（
30
・

８
％
）
な
ど
。「
効
果
を
あ

げ
て
い
る
」
内
容
は
、「
有

給
休
暇
の
取
得
促
進
」（
20
・

９
％
）、「
時
間
外
勤
務
の
縮

減
」（
12
・
６
％
）、「
変
形

労
働
時
間
制
度
・
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
度
」（
６
・
９

％
）、「
会
議
の
時
間
や
内

容
、
進
め
方
の
見
直
し
」

（
５
・
７
％
）
の
順
だ
っ

た
。
そ
し
て
、「
テ
レ
ワ
ー

ク
や
在
宅
勤
務
制
度
の
導
入

や
活
用
促
進
」
に
つ
い
て

は
、「
取
り
組
ん
で
い
る
」

が
14
・
６
％
（
前
年
は
３
・

１
％
）
で
、「
予
定
・
検
討

中
」
が
14
・
２
％
（
同
８
・

４
％
）。「
効
果
を
あ
げ
て
い

る
」
は
３
・
２
％
（
同
０
・

３
％
）
だ
。

　
そ
し
て
、「
働
き
方
改
革

を
進
め
る
上
で
の
問
題
点
」

に
は
「
人
手
不
足
」（
48
・

１
％
）、「
従
業
員
の
意
識
・

価
値
観
」（
43
・
４
％
）、

「
特
定
の
人
に
業
務
が
偏
り

や
す
い
、
業
務
の
属
人
化
」

（
35
・
４
％
）、「
繁
忙
期
と

閑
散
期
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
突
発

的
な
業
務
」（
30
・
９
％
）、

「
職
場
の
風
土
・
雰
囲
気
」

（
27
・
９
％
）
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
山
口
井
筒
屋
（
山
口
市
中

市
町
３
、
☎
０
８
３

－

９
０

２
－

１
１
１
１
）
が
、
あ
す

13
日
か
ら
23
日（
日
）
ま
で

「
衣
料
品
・
靴
下
取
り
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
。

　
婦
人
服
・
紳
士
服
・
こ
ど

も
服
や
、
婦
人
靴
・
紳
士
靴

を
、
前
者
は
１
人
10
点
ま

で
、
後
者
は
１
人
５
点
ま
で

引
き
取
っ
て
く
れ
る
。
１
点

に
つ
き
、
同
店
で
の
買
い
替

え
に
利
用
で
き
る
５
０
０
円

ク
ー
ポ
ン
券
が
１
枚
も
ら
え

る
。
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
５
０

０
０
円
（
税
抜
）
ご
と
に
１

枚
利
用
で
き
る
。

　
詳
細
は
、
本
紙
掲
載
広
告

を
参
照
の
こ
と
。

投 稿
　
山
口
で
「
シ
ャ
ン
ソ
ン

を
歌
う
会
」
が
あ
り
ま

す
。
他
国
の
名
曲
や
民
謡

な
ど
を
歌
う
楽
し
い
会
で

す
。

　
会
を
開
催
し
て
い
る
の

は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の

松
崎
雅
子
さ
ん
で,

、
歌
の

指
導
や
環
境
作
り
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　
入
会
さ
れ
て
い
る
方
は
、

年
齢
は
20
代
か
ら
90
代
、
歌

う
ス
タ
イ
ル
は
ソ
ロ
か
ら
グ

ル
ー
プ
、
男
女
問
わ
ず
と
自

由
に
活
動
で
き
ま
す
。

　
私
は
、
88
才
女
性
で
、
入

会
し
て
４
年
目
で
す
。

　
今
は
歌
う
こ
と
に
は
ま
っ

て
、
曲
の
流
れ
と
景
観
を
思

い
浮
か
べ
ひ
と
つ
の
物
語
に

出
来
上
が
り
感
情
が
入
り
ま

す
。
入
会
者
と
の
輪
も
広
が

り
人
生
の
楽
し
み
と
生
き
が

い
で
す
。

　
歌
を
披
露
す
る
発
表
会
も

年
に
２
回
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
対

策
を
行
い
少
人
数
で
行
っ

て
い
ま
す
。
５
月
に
発
表

会
が
以
下
の
内
容
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
場
所
:
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が

　

日

時

:
５

月

30
日

（
日
）午
後
１
時
半
開
演

　
費
用
:
入
場
無
料

　
主
催
者
:
シ
ャ
ン
ソ
ン

ｄ
ｅ
雅
代
表
　
松
崎
雅
子

（
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
）

　
後
援
：
山
口
市

あす～23日
衣
料
品・靴
を
下
取
り

山
口
井
筒
屋

山
口
井
筒
屋

［
５
階
］
今
週
の
催
し
案
内

︻
催
場
︼
13
日︵
木
︶~
18
日

︵
火
︶:
中
古
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

ウ
ル
ト
ラ
バ
ー
ゲ
ン
︻
美
術

ギ
ャ
ラ
リ
ー
︼
13
日︵
木
︶

~
18
日︵
火
︶:
逸
見
亜
古
　

お
知
ら
せ

デ
ー
伝
言
板
」
の
掲
載
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回

は
、
５
月
19
日（
水
）付
に
掲

載
し
ま
す
。

　
本
号
へ

の
「
サ
ン

銅
版
画
展
〜
岩
絵
具
と
銅
版

画
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
、
小
石
神
側 

文
窯 

鹿
谷

敏
文
作
陶
展



2021年（令和 3年）５月１２日㈬　４サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、山
口
市
・
美
祢
市
・
宇
部
市（
一
部
）・
防
府
市（
一
部
）で
の
新
聞
折
り
込
み
と
各
所
へ
の
設
置
で
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。紙
面
に
載
り
切
ら
な
い
情
報
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。




